
VI 業 務 概 要

大気関係

(1) 排出基準検査

昭和59年度実施の工場、事業場に係るばい煙排出輩準検査概要は、表ー 1のとおりである r) 検査

は、大型企業や市町村のごみ処理施設を主な対象としたほか、特に前年度の基準不適合施設を主な

対象としたほか、特に前年度の拮準不適合施設を取り上げて実施した。不適合施設は、ばいじん、

窒素酸化物で 1施設づつあった。

1 排出某準検査の概要

検査項目 工場・事菜場数 特定施設数 不適合施設数

且 し＼ じ ん 31 (36) 47 (44) I 1 1 (3) 

重 孟ふ 1(17) 1(17)1 
0 (0) 

窒素酸 -31 (38) 39 •• (49) : 1 (1) 

塩化 18 (19) 22 (22) 0 (0) 

硫 黄酸イじ物 | 5 (3) | 5 (5) I り (0)

~I 86 (113) 114 (137) 2 (4) 

（注） （ ）は昨年度の検査数を表わす

(2) 使用燃料油の硫黄分検査

大気汚染防止法、秋田貼公害防止条例に基ついて各保健所かエ比、事業場の立入検査を実施し、

抜き取った使用燃料、夏期15検休、冬期凧）7検体について硫黄分を分析した。結果（ま表 2 OJとお

りである。

図ー］に 47年度以降の使用燃料油中の硫黄分の推移を示したが、これによると54年度から S分 0

~0.8％の良質油の使用が大幅に増加したことがわかる。
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表ー 2 燃料硫黄分分析結果

硫 黄 分 検 体 数
合計

割合 昨年度分析結果

（％） 夏期 冬期 （％） 検体数 割合(96)

~0.4 

゜
19 19 5.9 ， 2.6 

0.4~0.6 1 67 68 21.1 83 24.3 

0.6~0.8 11 136 147 45.6 135 39.6 

0.8~1.0 2 23 25 7.8 31 9.1 

1.0~1.2 （） 5 5 1 6 2 0.6 

1.2~1.4 

゜
7 7 2.2 5. 1.5 

1.4~1.6 

゜
12 12 37 11 32 

1.6~1.8 1 15 16 5,0 14 14.l 

1.8~2.0 

゜
15 15 4.7 39 1.4 

2.0~2.2 

゜
3 3 () 9 4 1.2 

： 

2.2~2.4 

゜
3 3 0.9 4 1.2 

2. 4 ~2.6 （） I 1 03 I I l 0 3 ， 
， 

i゚ 

2.6~2.8 

゜ ゜ ゜
3 ll.9 

2.8~ 

゜
1 1 0.3 

゜ ゜合 計 15 307 322 100 341 100 

。
7
 

割
合

％

）

 

60 

〇—---0検体数

． ． 全 瑶朽叫s分0~0.8%砕詰める割合

t,.----L:,. " s知．8-1.6%

)(---X " s分1.6~

検
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数

50 

Vバ ヘJ 500 

40 400 

30[¥  

, /('̀i ' 

I 
I I I ＼ ,ー’, I 300 

I 

←文 ヽ
I 

I ℃- I 

20卜，
／ 1200 

d 

IO f I 100 
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図 l 燃料中硫黄分の惟移

12-



(3) 浮遊粉じん調査

秋田市街地及び製錬所周辺における大気環境中の浮遊粉じん・重金属成分濃度の実態とこれらの

経年推移を把握するため、秋田市街地について年 4回、小坂・八森・飯島・茨島地域についてそれ

ぞれ年 1回の調査を実施した。

ア 秋田市街地域

秋田保健所・環境技術センター及び旧県工業試験場の 3地点で、 59年 5月、 8月、 11月、 60年 2

月に行なった。その結果は表--!3~7のとおりである。

イ 製錬所周辺地域

（ア） 鹿角郡小坂地域

59年 6月18日～23日までの 6日間、小坂町公民館、小坂保育園、細越、＇さくらんぼ団地の 4地点

で実施した。各地点での調査結果は表ー8のとおりてある。

（イ） 山本郡八森地区

59年 9月3日～ 8日までの 6日間、八森町役場、観海小学校、J＼森中学校、展望台の 4地点て実

施した。各地点での調査結果は表 9のとおりである。

（ウ） 秋田市茨島地域

60年 2月18日～23日までの 6日聞、 1日県l―4 業試験場、旧経大男＋寮、三皇公民館、秋田卸センタ

ー会館の 4地点で実施した。各地点での調査結果は表ー10のとおり。

（エ） 秋田市飯島地域

60年 2月25日～ 3月2日までの 6日間、飯島製錬所敷地境界、同和鉱業瞬秋田工場前、県職業訓

練校、日本石油加工閻の 4地点で実施した。各地点ての調査結果は人ー 11のとおりである。
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表ー 3 秋田占街地域環境調査結果
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表ー 4 昭和59年度秋田市街地域環境調査結果 5月分

|

]

5

 

測

こ
粉じん

Cu Pb Zn Cd Fe Mn Ni 
定 総 量

地
μg／戒 μg／戒％ μg／戒 ％ μg／d I ， 形 μg／侃 μg／戒 li 点 ％ 形 μg／吋 ％ µg/•戒 ％ 

o 140 I 2.385 i I 

、~ ~ 

59. 勺／ 7~8 105 0.147 0 067 0.064 0.342 0 324 0.002 0.002 2.264 0.058 0.055 0.003 0.003 
秋

5 / 8~ 9 135 0.185 0 1 37 : 0 084 ! ｝ 0.063 0.281 0 209 0 002 0.002 3.127 2 323 0.076 0.057 0.011 0.008 
・―→  •-—- -• →- ・っ ーー 、9

田 5 / 9~10 72 0.099 0 13R D (J51/) i l 0.069 0.186 0 258 ND ND 1.203 l 669 0.038 0.053 0.029 0.040 

5 / io~11 ! 0 292 0 0 1 5 l ND i ND 68 0.199 0.023 0.108 ll 158 ND ND 1.108 l.621 0.026 0.038 
保

5 / 11~12 20 0.136 0.679 0.009 0.045 0.048 0.239 ND ND 0.232 1.161 0.010 0.051 ND ND 

健 耳白 高 135 0.199 0.679 0.084 0.069 0.342 0.324 0.002 0.002 3.127 2.323 0.076 0.057 0.029 0.040 

所
取自 低 20 0.099 0.137 0.009 0.023 0.048 0.158 ND ND 0.232 1.161 0.010 0.038 ND ND 

平 均 80 0.153 0.277 0.045 0.053 0.193 0.238 0.001 0.001 1.611 1.808 0.042 0.051 0.009 0.010 

59 S 7 ~8 ! 92 0.017 0 ()39 0 ()B7 0.073 0.387 lJ 420 0 002 0.002 1.601 1 736 0.068 0.073 ND ND 
--5 / -8-~ 9 • 

--- →一→・ー< -

環 133 0.037 0 028 () 081) 0.061 0.422 0 3] 8 ll 002 0.002 2.333 l~.759 0.095 0.072 0.0]3 0 Olll 
境

j_ -- -----

5 i [) ~10 49 0.037 0 076 り069 0.141 0.482 0 995 0 003 0.005 0.553 l ] 4 1 0.030 0.061 0 006 0 013 
技

1 419 一 ~I N一 D l認(J， | 術 日 10~11 50 0.034 () 0(•]8 (J () 1 1 0.027 0.704 ND 0.755 0.025 0.050 0.007 0.014 

セ 5 l] ~12 19 0.029 0.118 (]. l) 1 3 0.065 0.032 (). 1 6 7 ND ND 0.22:3 1.149 0.009 0.046 0.003 0.015 
ン

最 高
夕

133 0.037 0.148 〇.080 0.141 0.704 1.419 0.003 0.005 2.333 1.759 0.095 0.073 0.013 0.015 

I 最 低 19 0.017 0.028 0.013 0.027 0.032 0.167 ND ND 0.223 1.141 0.009 0.046 ND ND 

平 均 69 0.031 0.072 0.049 0.073 0.405 0.664 0.001 0.002 1.093 1.461 0.045 0.060 0.006 0.010 

59. 5 / 7~ 8 119 0.080 0.068 0.057 0.048 1.174 0.991 0.006 0.005 2.810 2.372 0.074 0.062 0.111 0.094 

5 ｝区～ 9 
一一

0 03区，1 1Hl94 l I 3.45G I ： I 2・ー.3・ 13 旧 149 0.057 0.063 0.739 0 494 0 ()04 0.003 0.082 0.055 0. 1 63 0 109 
l 

県 5 } 9 ~]() 144 0.037 D ()26 (]1192 0.064 0.709 0 4り3 0 003 0.003 1.724 1 ]99 D.090 0.063 0 037 0.026 
工 -- ←- ---

り ］0-11 118 0.049 ll 042 0 060 0.051 0.566 0 481 0 ()02 0.002 2.450 2.083 0.105 0.089 0.007 0.006 
業

0.034. ＇ ' 0  104 i 

--

試
パ ll~12 33 0.044 () 1氾 0 D23 I 0.070 0 001 0.001 0.172 0 530 0.008 0.025 ND ND 

---

験 最 高 149 O.DSO 0.136 0.094 0.070 1.174 0.991 0.006 0.005 3.456 2.372 0.105 0.089 0.163 0.109 

場 最 低 33 0.037 0.026 0.023 0.048 0.034 0.104 0.001 0.001 0.172 0.530 0.008 0.025 ND ND 

平 均 113 0.053 0.062 0.065 0.059 0.644 0.513 0.003 0.003 2.122 1.699 0.072 0.059 0.064 0.047 



表ー 5 昭和59年度秋田市街地域環境調査結果 8月分
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表ー 6 昭和59年度秋田市街地域環境調査結果 11月分

1
7
 

員二
、じ貨 I Cu Pb Zn Cd Fe Mn Ni 

!9!g／戒！ llg ／ 吋 彩 μg/打！ 形 μg／爺 免 μg／戒 彩 ＇ 匹／戒iI 
光 μg／而 粥 μg／吋 ％ 点

i 

59. 11 / 5~ 6 61 0.070 0 115 0.035 0.057 0.083 0.136 ND ND 1.187 1.946 0.022 0.036 0.014 0.023 
秋

11/6~ 7 66 0.066 0.100 0.047 0.071 0.153 0.233 0.001 0.002 1.397 2.123 0.033 0.050 0.003 0.005 

田 11 / 7~8 69 0.077 0 112 0 050 0.073, 0.167 0.242 0.002 0 003 0.799 1.160 0.026 0.038 0.007 0.010 
.. : -••一 ‘^ 9 

保
11 / 8~ 0 71 0.063 0.089 0.077 0.108 0.187 0.263 0.001 0.001 1.249 1.757 0.036 0.051 0.004 0.006 

11/ 9~10 56 0.046 0.082 0.013 0.023 0.047 0.083 ND ND 1.007 1.789 0.021 0.037 0.001 0.002 

健 最 I匂 71 0.077 0.115 0 077 0.108, ， 0.187 0.263 0 002 0 003 1.397 2.123 0.036 0.051 0.014 0.023 
---

所
最 低 56 0.046 ll.082 0.013 0.023 0.047 0.083 ND ND 0.799 1.160 0.021 0.036 OJJOI 0.002 

平 均 65 0.064 0.100 0.044 0.066 0.127 0.191 0.001 0.001 1.128 1.755 0.028 0.042 0.006 0.009 

83 ! l 

—~—• • ~ ~ ~ー、

59. 11 / 5~ fj 0 104 D 125 [) 053 0.064 0.286 0.343 U 001 0 001 1.480 へへへI 
1.775 0.036 0043 0 003 0.004 

- - ー・ l ~、

哀 11 / 6~ 7 84 0.088 0.105 0.090 0.108 0.335 0.400 ND ND 1.433 1.712 0.057 0.068 0.003 0.004 
境

11 / 7~8 81 0.107 0.132 0.068 0.084 0.208 0.257 0.001 0.001 1.200 1.481 0.043 0.053 0.006 0.007 
技 9.  ・- ヘ~

術 11 8 ~ 9 87 0.142 0 164 〔）．（）98 0.113 0.394 0.454 0 001 0 001 1.103 1.272 0.038 0 044 0.0D5 0.006 
ー・・--. ， 

ーピ 11 / 9~10 75 0.126 0.169 0.030 0.040 0.188 0.252 0.001 0.001 1.092 1.464 0 028 O.D38 0.002 0.003 
ン

夕
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表ー 7 昭和59年度秋田市街地域環境調査結果 2月分

91ニ
2 / 19～已0I 91 

l --.. --、..• ---

69 0,291 0.015 0.062 0 050 0 21 1 1 竺

保ロロロロ］ ：： ： ］ ］ ： ： ：： ］口］］ □ ］ ]-ー：ロロ：：l :゚：）］ 

□/888-/f:J;:: 
! 0.154 I 0.299 I 0.001 I 0.002 ロロロニ'..

0. 0 3 9 1 0 1 (] 3 

()013_ ()021 i o0()8 | ]り35 0(19J ND | N D 946s_|_-3]IJ.1 0 145 

:l11:Pt：：：□-I(］：／：I）］］］：ロ
()034 I 0.044 I u.erno I O D3D I 0.33.5 I O 21() I D ( 

-~---·--- -----・ ---~-

(]012 I 0.009 I O 017 I LH108 I 0.097 I O 09は
| 

().o2i，り［120 (J.03() -

C ¥l Pb 

iつ

μg!T/[ O/ 
／つ

3
?しTl 

ー
,’
 

q" μ
 

0/ 
/0 

a 
，'1 g/71[ 喝 □□＿ lig,f戒

12 〇̀059

Zn 

0488 0.01() 0.082 
9

¥

 

利

円

c" 

0 083 0.694 

0.04~ 

0 [ 

0.049 0.012 
|..  

0、514

0.001 

ND 0.809 

0.069 0.015 0.001 2、986

|
1
8
'
,
 

セ 2 i 22～23 

ン

タ

三

最 苗
1

1

 

最 低

240 

お

i
-

ヽ 均
|
 

氾

0.050 

IJ.022 

0.039 ()()fi行
I 

() 044 | 
I 

臼，、 区/2IJ~21 
丁

業1---

試

験

場 □冨
「王―-

最

2 / 19~2ll ゥ

o
に
J

?

]

 (11]34 

5 7 | 0. () 1 2 

2 I :1 ~22 

2 i 22~2:i 

閾

1岱

r
¥
 

孔

均 1

0 [)‘] 3 

141 

25げ

19 
l 

139] 
l 

0.01げ

o r~ 

，
 

り
C
/
]
 

ー

。‘
,
1ノ

（
＇
 

~
 

~
 

~
~
 

゜
9

9

,

 

2
9
5
3
 

勺

0

0

0

 

．

．

．

 

0

0

0

 

0.050 

(l. 1 0 3 | 

0/ 
/¢) 

/ 3 
μg汀n ％ 

0.001 0.007 ゜囀131 ND ND 0.006 0.051 

0.014 0.053 0.058 ND ND 

ND 

1 1 

2.716 

0.123 

1.090 

2.986 0.038 

ND 

三一
口ND 

0.004 

ND 

l. 8 4 5 

0.634 

2.716 

2.060 0.028 

0.007 

0.038 

0.031 

0.009 

0 042 

0.004 

0.006 

0.015 

ND 

0.005 

O.l 0.299 

Cd Fe :rvIn 

0.508 1.345 0.127 

Ni 

ND 

0.016 

ND 

ND 

0.003 

0.051 

ND 

0.014 

0.040 

0.045 

0.034 

0.003 

0.001 

0.010 

0.009 

0001 

0.026 

1.567 0.017 0.02] 0.019 0.024 
•一·ー·-—▼ ←-

0.134 ND 

叩 2 18~]9 49 0.022 

05 

ND 

0.003 

0.655 

7.500 

0508 

0.849 

3.128 

0.849 

0.009 

0.127 

0.019 0.21() 00[)1 0.002 

II-I 

O.IJ27 IJ.197 

ND ND 

D.1じ（I 0 ()02 ll、002

0.012 

0.045 

ND 

0.019 

ND 

0.026 

() 009 0.012 ND ND 

2.ll90 

0.735 

9.168 

0.350 

1.654 0055 0.030 0.007 0.012 

1.490 

3.741 

0.053 0.108 0.004 

0.375 

0.057 0.001 

0.009 

ND 

0.025 0 0()7 0.012 

0.060 

0.034 

0.048 

0.017 

0.025 

0.012 

0.047 

].694 1.52げ 0.075 

0.108 

0.025 
．． 

OJJ57 

0.048 0.025 

0.001 

0.015 

ND 

0.012 



表ー 8 昭和59年度小坂地区環境調査結果
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表ー 9 昭和59年度八森地区大気環境調査結果
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表ー］（） 昭禾059年度茨島地区大気環境調査結果
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表ー 7 昭和59年度 秋田市街地域環境調査結果 (2月分）
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表ー11 昭和59年度飯烏地区大気環境調査結果
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総粉じ量ん 1 Cu Pb Zn Cd Fe Ni 
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2

5

1

 



(4} 騒音・振動

ア 騒音に係る環境基準の類型あてはめの環燐竪音実態調査

騒音に係る環境基準の類型あてはめの某礎資料とする目的で昭和59年 6月～ 9月に秋田市、男鹿

市、昭和町、飯田川町、天王町の 2市 3町 を実施した。

イ 秋田空港周辺航空機騒音調査

秋田空港周辺の航空機督音の実態把握と (Il あてはめ地域内

を把握するため、雄和町秋田空港 5地点において59年 5月、 8月、 1]月及 2月の 4回にわた

り航空機騒音レベルの調査 した。

ウ 東北縦貫自動車道の八幡平I.C及ひ十和田I.C

の夷態を把握するため59年10月に鹿角市、小坂町の 9

工 能代港浩整備市業騒音振動調査

における賢音、振動

で調査 した。

東北軍力四能代石炭火）］発電所の用地造成を主体とする厖代1巷工不）レギー港湾整伽事業に係る海

び資材連搬等に伴う上事中の賢音、振動の実態を把握するため、昭和59年 4月、 7月に埋

立予定地及ひそのJ古］i刀地域において建設作業、珀路交逍及 、振勤調杏を実施

オ 男鹿市船）II港内公行水面埋立事梁（国家石油価畜且地用地）に係る叫蚤芦、振動開店

埋立上事中の工事機械、船舶、上市車輌等による建設作業、さらに一般閲塙、幹線道路における

交通騒音、振動の実態を把握するため59イ16月、 8月に関杏を実施した。

力 特定工場等叫蚤音・賑動実態調杏

騒音、振動に係る指定地域の見直し及び地域指定のための見礎凋杏として、 1}じ角市はか 2町の特

定施設を有する 8丁場について、叫蚤音、賑動の実嘘謁査を実施したし調百帖果は表 12のとおりて

ある。

表 12 特定工場督音、振動謁西帖果
（昼間敷地J党固中央他）

I|i町名 I 業 柾 i 特紅施設名 公称能力！騒音 1/)レ拡動しヘル
(d BJI Cd B) 

鉄 工 斐ヘンティンクロールり5恥他 58 <:、45

庇角 II・！計 斐 ］ iー： ： 足 戌 ・三 —~ -1. <: 
昭―-I[III〖ー□三三//-—□_1し｀12 | 

”織物業織 機 5I—IP 
・-,---・ ---・ 1 ・、~-- -

飯田川町酒汎1製述業！コンプレノ―1.1-- I 5.fi kw I 7fi I ・<45 

S8.25 !(IV 

木材製造業沿 〇＿） こ 盤 24.Skw ; 68 ! <:4S 
18.t! kw I 
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(5) 悪臭調査

悪臭関連施設からの悪臭物質の排出実態を把握するため、 60年 3月に県内の主なし尿処理場、パ

ルプ工場等］0上場、事業場を対象に悪臭防止法で定める 8 物質のうちスチレン、アセトアルデヒト•,‘

トリメチルアミンを除いた 5物質について工場敷地境界線及ひ忍臭主発生源周辺において測定を実

施した。

(6) 道路沿線における道路粉じん等実態調査

冬期間のスパイクタイヤに伴う道路摩耗粉じんの発生実態を把握するため、 58年度に引続き秋田

市内の主要幹線道沿線において評辺粉じん墨度、浮遊粒子状物質濃度、道路堆積物中のアスファ）レ

ト成分（ベンゼン抽出物質）等の凋査を実施した。 （詳細は後述報文参照）

(7) 雨水成分調査

降雨中の各種成分分析を行ないその現況を把握すろとともに、酸性雨発Jー，機構の悲礎資料を得る

ことを目的に、 58年度に引続き秋田市の茨島、中通、八橋、藤倉の 4地点で小笠原雨水採水器、簡

易雨水採水船を用いて雨水の成文調査を実犯した。 （評珊は後辿報文参I剛

2 秋田県における大気汚染常時測定局の測定結果

(1) 測定局の現況

本虹ではH麿 n48年から目動測定楓iこよる大気汚染の炭伏を調否している。

昭和60年 3月末現在、測定局は表ー 1,2のとおり大気環境測定局16局、自動車排ガス測定局8局、

気象局 1局、発生源測正局 8局、総，］t33局とfよってしる。

これらのうち、大気環境測定局、自動車排カス測定局各々 3局か非オンライン局である。

秋田市においても独自に 9局で大気環境を測定しており、これらのデータは県と市で相互に交換

している。

大気環境測定局および自動車排ガス測定局の配置を図ー 1に示した。

秋川市を中心とした閲中央沿岸部に12局（秋田市分は除く）只北部能イいIiiこ 5局と、これら二つ

の地域に集中している。
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表ー 1 大気測定局及ひ気象測定局

測 定 項 目
区分 番号 測定局名

S02 Dust NOx Ox co HC 風

1 昭 和

゜゜ ゜2 船 JI I 

゜゜
C) 

゜ ゜゜3 船 越

゜゜゜゜ ゜大

テ 4 天 王

゜゜゜ ゜5 将 軍 野

゜゜゜゜゜゜゜＇ レ 6 中 通

゜゜
こ｝ C) 0 

7 茨 島

゜゜ ゜I 

メ 8 仁井田

゜゜゜
(J 

， 能 代

゜゜゜ ゜l 10 桧 山 （、） （二） （） （‘-＼ / 

気
11 能代工業

゜゜゜゜ ゜＾ 一へ~．

夕 12 浅 内 o ぐ）

゜
ど＼ー＼＇ 

13 大 館

゜゜ ゜I 14 土 崎 (J ！口）

自 15 中 通

゜ ゜16 茨 ぃ戸u 口 'し，ヽ．一・9、I 

排 17 能 代

゜ ゜18 大 館 □) 
' 

塁 19 飯 島

゜20 本 荘 □) ¥ ヘ~•一~I ＇ 9 ~~\ ' 

大

モ 21 大 曲

゜゜ ゜気
二 22 横 干 （一ー） に, n） 

＼」

夕 23 大 曲

゜自
I 24 横 丁 □J 

排
25 鹿 角

゜ ゜
-28-



表ー 2 発生源測定局

測定局名 I！ ！ 区分

S02 

日鉱船川 1

゜II 2 

゜秋田火力 1

゜テ ” 2 

゜II 3 

゜レ ’’ 4 

゜秋田製錬 1

゜メ II 2 

゜東北製紙 1

゜I II 2 

゜II 3 

゜夕 新秋田化成

゜三菱秋田

I 十条秋田 1

゜II 2 

゜99 3 

゜第一製薬

゜
(2) 測定結果および考察

ア 一般大気閲境測定結果

（ア） 風向・風速

大

NOx 燃使用料料

（、ヘー9)

゜
゜（＼ へ‘ト

i i 

゜゜

測 定 項

気
i 

水

電力拭
トータル

pH サルファー

゜口 ！ i 

゜ ゜゜C) 

゜
゜

［／ 

| □) 
：口］

゜ー・

゜

県内の主要測定局の風向・風速測定結果は図ー 2に示すとおりである。

目

質

COD 水温 排水量

゜

i 
， 

＇ l 
〈：）

゜； 

I 
（□i 

゜
（］ 

大陪局を除いてNW系およびSE系の風か卓越しており、これ！ま冬期およこ＼夏期の季節風による

ものである。

大館局はNE系およびSW系の風が卓越しており、平均風速も1.6m/sと他地域と比べて低い値

を示している。

（イ） 二酸化硫黄

一酸化硫黄の測定結果は表ー 3のとおりである。

環境基準の長期的評価では日平均値の 2%除外値が 0.004~0.035膠となっており全局で基準に適

合しているか、短期的評価ては茨闊局で 1時間値 0.1卿を21峠閂、日平均岨 ()04陣を 1日超えてい

る。
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表ー 3 二酸化硫黄濃度の測定結果

3

2

1

 

令別表 用途
有 効 1 悶間値が0.1Ppm 日塁悶値が0.04 1時間 日平均畠日平冒が0.04筐基’ の長息り測定時間 年平均値 をえた悶間数 ppm ぇた日数 値の の2% ppmを 位員が にる日

市町村 祖I]定局 第 3の 測定日数 とその割 とその割合 最高値 外値 2日し 0.()4胴を超

区分 地域 たことの有無 た日数

（日） （峙間） (PP]J]) （時間） ((96) ([]) （％） (pplll) (ppm) （有X ・無0) （日）

昭和 昭 和 14 未 361 8,687 0.002 

゜゜゜゜
0.0 1 8 0.005 

゜ ゜~ ~ー＾
I 

住：| 
I 

男鹿 船 JII 14 353 i 8,561 0 003 

゜゜゜゜
0.027 0.008 

゜
C) 

船 越 14 住 313 7,625 0.003 

゜゜゜゜
0.022 0.005 

゜ ゜； 

未
i 

又王 天 王 14 281 7,349 0 003 （） (I 

゜
〔） 0.023 0.007 

゜ ゜秋田 将軍野 14 住 350 8,563 0.004 

゜゜゜゜
0.047 0.012 

゜ ゜I ， - •r ー、

中 通 14 商 菜35 8,188 0 008 

゜
l] 

゜゜
0.071 0.018 

゜ ゜茨 島 14 商 343 8,523 0.014 21 0.2 1 0.3 0.177 0.035 

゜ ゜三・

｛―」|田 14 住 :}54 8,576 0 004 

゜゜
() 

゜
0.073 0.009 ！ 

゜ ゜大館 大 館 100 住 330 8,258 0.003 

゜゜゜゜
0.058 0.006 

゜ ゜有ヒ代 ムllヒlo 代 lOIJ 住＇， I :353 「 芯581 0 004 

゜゜
IJ 

゜
0.02] 0.008 

゜ ゜能代工業 100 
住ーl・ 360 8,642 0.005 

゜゜゜
0 •. 0.034 0.010 

゜ ゜ー・~ --

筏 内 1 (〕（） 住 284 6,838 (] (]04 

゜゜゜゜
0.016 0.009 I 

゜ ゜能代 桧 山 100 未 319 7,731 0.002 

゜゜゜゜
0.022 0.004 

゜ ゜---

木荘 本 荘 1()() 商，， 288 '7,087 0 005 

゜
（］ 

゜
() I 0.091 0.014 I I 

゜ ゜大曲 大 曲 100 住 353 8,542 0.005 

゜゜゜゜
0.029 0.010 

゜ ゜~ 

l I 8,394 I I O 004 
＇ 

0.007 I 構手 枯 手 1り（） 商， 337 

゜
り ［） 0 ! 0.023 
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図ー 3に主要測定局における年平均値の経年変化を示した。

茨島局を除いては、横ばいもしくは減少傾向を示しているが、茨島局では、 55年までは減少した

が、 56、57年と増加し、 58年からは横ばいで推移している。
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図—- 3 主要測定局における二酸化硫黄経年変化

図ー4ー］に主要測定局の経月変化を示した。

茨島局は 5月から 8月の夏期罰に高い値を示し、中通局では12月から 3月の冬期聞に高い｛直を示

している。

その他の局では、 4PPbを前後する平担なパターンで推移している。

中通局は秋田市の市街地にあり、同様に市の測定局で市街地にある山王局・土崎局でも同じ変動

を示すのか図ー 4-2でみてみた。

二地点とも独自の変動を示しており共通点はみられなし。

山王局は6PPbrlり後て年1閏ほは一定であり、 ヒ崎局（ま 8月に最大｛直をかす 1山型のパターンで推

移している。

今までは、中通局が12月から 3月にかけて増加するのは、周辺ビルの暖房によるものと考えられ

ていたが、山王局・土崎局をみるかぎりでは必らずしもそうとは言えない状況である。

- 3図—
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図ー 4-1 主要測定局における

ロ酸化硫黄経月変化

4 5 6 7 8 9 10 11 12 I 2 3月

図ー 4-2 市街地における測定局の

二酸化硫黄経月変化

茨島局のみ閲塙拮叫Lの短期的評価を超え、年平均植も56年以降増加頼向をみせていることから、

茨島局のデータの検討をしてみた。

年平均値か増加した要因をみるため、表 4に柘対累梢度数を示した。

10％値はほとんど変化がないのに対して90％値は年々増加しており、年平均値と良く似た変動を

しめしており（相関係数 0.98) 、高濃度の出現により年平均値が高くなったといえる。

表ー 5に過去10年間の環境基準を超えた時間数を示した。

57年以降に鰈塙肌刈を詔える時間が顕著に刷加している。

環境基準を超える高屈度（ま、 5月から 8月にかけて集中して

おり、時刻別では 9時から 19時の間に出現している。

表ー 5 茨島局二酸化硫黄環境基準超過時間

年度 I50 I 51 I 52 I 53 I 54 I 55 I 56 I 57 I 58 I 59 

時間数 Io I s 

゜
2 I 8 I 36 I 21 I 21 

注） 54年度い測‘疋機沢常により、欠測

表ー 4 茨屁局二酸化硫黄
相対累砧度数

単位ppb

年度 1-10-％伯
500。1直 90%値

55 5 10 28 

56 5 11 32 

57 5 12 36 

58 6 13 35 

59 5 
l ＇ 

j(J 35 

3¥-



図ー 5に環境基準を超えた日の時刻別変化を示した。

10時から19時にかけて高い値を示しており、前述の高濃度出現時間帯とほぼ一致している。

59年は13時にピークを示したが、ピークの時間は年により 13時～17時の間を変動する。

年平均値は14時から15時にピークが出現してじる。

[ P P b J 
年平均値 X―X

環境基準を
超えた日の平均値゜――-0

《
¥
'
1｀

 

0
、
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!
|
d
/
 

r

・

 

5

0

 

7

6

 

45 

30 

15 

O I 2 3 4 5 6 7 8 9 IO 11 12 13 14 15 16 17 18 19 10 11 1113 14 時

図ー 5 茨島局の環境基準を超えた日の時刻別変化

w 

N 60% 

E
 

s
 

図 6 茨島局の悶』五碁筐を超えたH寺

の風向別出現頻度

図ー 6に環境基泊を超えたときの風向別出現杭度を冗したが、 SW~Wの海風時かり［1%をしめし

ている。

また風速てしま 0.6~2.8m/sの範囲内にある。

また、 5月から 8月まての主風向を時亥I]別にみると、 20時から翌的11廿与1では、 SE力ゞ 主風向で、

12時から19時まではWNWが主風向を占めている。

測定局は主要発庄源の80m奸矢から比東 0.5 lunに位正しており、し」中（一｝風下となるにめ饂文が高

くなり、 20峙以降はSEに風か変わるため、環I斎見準を超える高濃度は廿：J見しばい。

以上の事がらと、測定局は海岸から 3.7 kmに位置することから、高濃度の出現は、海陸風により、

日中測定局か風下になることと、内部境界層が発生し易い等気象的要因の形響か強いと考えられる。

また、 20時以降風向か変ったために1且IJ定局の二酸化硫禎濃度が低くな）化とすれは、風1ヽーでは逆

に高濃度とだっているのか、 20時以降内部埒界阿は消滅し高濃度は出現しないのか、今後検討を加
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えていきたい。

次に茨島局に高濃度をもたらしている主要発生源が周辺の測定局にどの程度影響をおよぼしてい

るか検討した。

表ー 6に各々の測定局の80m煙突および海岸からの位置を示した。

山王局では S、中通局では S W、八橋局では SSE系の風のときに濃度が高くなると予想される。

表ー 6 測定局の主発生源からの距離

局名 方向 距離(km)海岸からの距離(km)

茨島 NE 0.5 3.7 

山王 N 2.1 37 

中通 NE 2.7 5.4 

八橋 NNW 2.9 2 5 

（注）八橋局は参考局のため、山王局は秋田市
分のため表ー 1にはのっていない。

そこで、図ー 7に高濃度の出やすい 5月から 8月の風［国別濃度を示した。

茨島局では前述のようにここでも SSWを中心として顕著に高い値を示している。

中通局は SWの風のときに高い伯を示し、山王局も S系の風のときに濃度褪高くなる頑向かみら

れる。

八橋局で SSEの風のときに濃度力ゞ高くtよるということはない。 SSW系の風のとき 1こ濃度か高

いのは他の発生源からのものである。

このことは、茨島局の高濃度は内部境界層によるものと考えられ、海風 (W系の風）により中通

局、またわずかに山王局まで拡散されるが、八橋局い逆風となるため、影響力ゞないといえる。

w E W E W 

N 30 ppb 

w
 

茨 s 島
中通 八 I~ 止王

図ー 7 5~8月の二酸化硫黄風向別濃度

（ウ） 窒素酸化物

窒素酸化物の測定結果は表ー 7のとおりである。

環塙基準の長期的評価では二酸化穿素の日平均値の98克値が 0()り6~0.026『仰となっており、令測
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表ー 7 窒素酸化物濃度の測定結果

3
7
 

一酸化窒素 CN0) 二酸化窒素 (N02) 窒素酸化物 (NO+N02)

測

表晶
用 有 測 年 日平 有 測 年 1時間値 1時間値 日平均値 日平均値 日平均 9評8価形値に 有 測 年 日平均 倅平均

効 時
均値 効 ， が02陣 が0.1胴 か0.06pplll か 0.04四 効

値闊 値
途 測 定 平 闊 測 定 平

以上 0.2 値の年 よる日 定 平 値の年
第 の年 を超えた を超えた

以土0.06
平か均0.0値6 

測
N02 定 3 r吐こ~’ の 定 の 胴以下の 隈以卜̂ の 定 の 備考

の 地 時 均 ， 間98 時 均

［ 時間数と 日数とそ
間98%膠を超 時 均 ， 間98% NO 

屡
日 日 時間数と 日数とそ えた日 日 十

局 域 数 間 値 ％値 数 間 値 その割合 その割合 の割合 の割合 値 数 数 間 値 値 N02 

（日）1信） （胴） （院） （胴） （日） （時） （胴） (ppm) （時間） （粥） 信）（彩） (l::l) (%) （ 日） I ( 9`6亡一) I （即） (n) （日） 直） （胴） (]iplII) （卿） （％） 閥 間
I 

船川 14 住 328 7,977 0.001 0.053 0.004 330 7,981 0.003 0.039 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜
0 0.006 0 328 7,971 0.004 0.085 0.009 67.0 

船越 14 住 353 8,498 0.002 0.131 0.006 353 8,499 0.003 0.036 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜
0 0.009 0 353 8,498 0.005 0.162 0.015 66.1 

‘~ ← 
i ---i 

大王 14 未 364 8,706 0.001 0 024 0 003 364 8,709 0 003 0.035 ll 

゜゚ ゜゚ ゜゚
0 0.006 0 364 8,706 0.004 0.050 0.009 69.3 

［ 

将軍
14 住 337 8,237 0.002 0.077 0.008 338 8,315 0.007 0.067 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜
0 0.015 0 337 8,234 0.009 0.112 0.022 73.6 闘）野

中通 14 商岱78、1760.007 0 112 〇り20337 8,178 0 016 0.069 (l 

゜゚ ゜゚ ゜
0 0 0.026 D 337 8,176 0 022 0 174 0.044 70.2 

i -- -~-

{ -」I14 住 '~)J「'-.) 7,215 0.004 0.100 0.015 252 7畠l[)0,008 0.057 

゜゚ ゜
［） (] 

゜
（） 0 0.019 0 252 7,208 0,012 0.136 0.029 68.3 田

能代 100 住 333 7,995 0.002 0.037 0.004 350 8,387 0.006 0.057 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜
0 0.011 0 333 7,995 0.008 0.090 0.015 75.0 

J__ 
I ! i 

能it100 住 291 7，り210.001 [) 055 0 004 291 7.917 0 004 0.080 （） 

゜゚
[) し｝

゜゚
0 0.013 0 291 7,916 0 006 0.131 0.016 75 1 

工羹
i 

浅内 100 住 285 6,832 0.001 0.058 0.003 285 6,833 0.003 0.047 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜
0 0.008 0 285 6,832 0.004 0.076 0.011 76.0 

桧山 100 未 3 1 6 8,213 0.001 0 1)27 0 002 350 8,461 0 003 0.033 (l 

゜゚ ゜゚ ゜
〔｝ 0 0.007 0 31 6 8,213 0.004 0.056 0.009 7 2. 6 

I I 



定局で環境基準に適合している。

短期的評価でも全局で基準に適合している。

図ー 8に主要測定局における二酸化窒素の経年変化を示した。

秋田市の市街地にある中通局では、ビルの暖房および自動車排カス等の影響かあり、他の局より

高く、 58年からは枯ばいで推移している。

その他の局は 3~lOPPbの範囲にあり、横ばいもしくは減少傾向を示している。
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図ー 8 主要測定局の二酸化窒素経年変化

図ー 9-1に主要測定局の二酸化窒素の経月変化を示した。

中迎局で且 7、8月の夏Jじ］は低く 11月から，］月 1口かけて高い値を応しており、そ())他の言Jでい、

5PPbを前後する平担なパターンで推移しているが、わずかに、 6、 7、8月が低く、 11、12月が

高い傾向がみられる。

中通局と同じく市街地にある山王・土崎局の二酸化窒素の経月変化を図ー 9-2で比較してみた。

いすれも 7、8月か低く、 11、 3、4月か高く長く似た及勁を／」ー、してし¥;J。ま‘！こ対ー 9-2で」一

目されることは、 12、 1月の介れが11、3月0)/直よいもいずれも低いことである。

これは今年度に限ったことではなく、例年同じ変動である。

二酸化窒素の増加か暖房によるものだとすれば厳冬期12、 1月か11、 3月よりも阿くパろはずこ←

あるが、そうはなっておらない。
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本県では12、 1月は降雪が多く、また朗酸の除去率は雨よりも雪が大きいという文献もあり言に

よる影聾と考えられるが、当センターの雨水成分調査では秋よりも冬か硝酸イオン濃度か高くなっ

たとはいえず、降雪によるものとは断定できない。

また、図ー 9-2と後述の自動市排カス局の 変化（図ー21参照）が測定局が全

く異なるにもかかわらず、良く似た挙動を示していることも注目される。

中通の大気環境局の二酸化窒素と自動車排カス

の一酸化窒索と
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図ー 9-1 主要測定局の二酸化

窒素経月変化

図 9-2 叶」街地にある訓定局の

二酸化窒索経月変化

（エ） 一酸化炭索

一酸化炭本の測定結果は｝又 8のとおりである。

環塙拮準の長期的評価お上ひ短期的評価とも韮『以下となっているっ

｛「平均仙は53年以降 0.4 ppmて捐移してし＼るぐ
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表ー 8 一酸化炭素濃度の測定結果

i用 辱
Jク停Il 8時間値 i 日平均伯

1時間 l::l平均 日平讐闊が 環長境期基的準評の
有効 が20P皿を が10胴を 10ppmぇ

測定時間 超えた回 超えた円 伯の最
値の 2 た日が 2日 による日価平

測定局 途 測定日数 数とその 数とその 90除外以上烹苫し 畠<か10佃

値 無たこ 有 えた延地
割合 割合 高値 日

域

口041口王1ロ（日） I(%)
（日） （時間） (ppm) 

(P陣）lI― 侑 下X•他―OJ 
（日）

o 1 。将屯野｝I 住 361 8,704 3.4 0.7 

゜
図ー10に経月変化を示した。

6、 7、 8、 9月の夏期 4カ月間か 0.3帽と低い｛直を示している。

[ p Pm] 
[ p p b J 
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4 5 6 7 8 9 10 II 12 I 2 3 月

図—―10 一酸化炭素経月変化
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図ー11 オキシダント経年変化

（オ） オキ、ンタント

オキ、ンダントの測定結果は表・ 9のとおりである。

全測定局で品境拮準の 1峠閾忙 0.06謬を18~127時間超えてしるか、緊急発令拮準り．12rpm（よ超えて

しヽなし‘°
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表ー 9 オキシダント濃度の測定結果

昼 間昼 間昼間の 1時間値が 昼問の 1時間値が 昼間の 1昼間の日

用
0.06膠を超えた日 0.12PP皿以上の日数 時間値の

最高 1時

測定局
途 問値の年

備考
地 測定日数 測定時間 数と時間数 と時間数 最高値 平・均伯
域

（日） i （時間）（日） （時間） （日） （時間） (pprn) （四）

船 住
， 

゜
JII 364 5,209 5 18 

゜
0 075 0 032 

船 越 住 290 4,236 7 26 

゜
01 0 072 0 034 

将軍野 住 338 4,757 21 94 () ol 0 096 0.039 更新（12月）

中 通 商 361 5,341 20 79 

゜゜
0 083 0 038 

能代工業 住 255 3,760 22 127 

゜゜
0.086 0 045 更新(12月）

図ー11は、昼間の日最高 1時間値の年平均値の経年変化を示したものであるが、中通・能代工業

局では増加しており、船越・将軍野局では横ばいである。

中通・能代工業局とも市街地に位置しており、都市部のオキシタント濃度が高くなってきてし

る。

図ー12に昼間の日最高 1時閾仙の月平均伯の経月変化を示した。

将軍野局を除いては、春期に濃度が高く、これは成層圏からのオゾンの降下によるものと考えられ

る。

将軍野局も例年春期に高い値を示すか、 59年は異なる変動をホした。
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図ー12 オキ、ンダント経月変化
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図ー13 オキシダント濃度の 1時間値が

0.06陣を超えた時間数の経年変化
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図ー13に 1時間値 0.06P即を超えた時間数を示した。

船越局は横ばいであるが、他はいずれも、 55年と比較して 7倍から20倍に増加している。

昼間の日最高 1時間値の年平均値と 1時間値が 0.06P脚を超えた時間数との間に関連があるか相関

をとってみたが、船越・中通・能代工業局では、相関係数 0.80以上と艮い相関を示したが、将軍野

局では 0.44と低い。

1時間値が 0.06欝を超えた時間数を月別にみると、 4、 5、6月の 3ヶ月間か圧倒的に多く、 78

％を占る。

図ー14に 1時間値が 0.06P皿を超えたときの風向別出現頻度を示した。

いずれの地点でも海よりの風のときに出現頻度が高い。（図ー 1参照）
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図 14 オキンダント濃度の 1旺間伯か 0.06P陣を超えた時の風向別！日現類度

（力） 炭化水素

炭化水素の測定結果は表ー10、11のとおりである。

6時から 9時の 3時問平均値の非メタン炭化水素の什平均値は 0.15~0.19『『meと指針値 0.20~.

0.30胴 Cを―卜̂ 回っているか、 3時間平均値か 0.20PPIIICを超えた日数は船Jll局て6日日、 1汀軍野局で93

日となっている。また 0.31卿 Cを超えた日数は船11I FnJて］0日、将軍野局て20L」とパっている。

＿ こ12―



表ー10 非メタン炭化水素濃度の測定結果

用途 測定 年平 6~9, ! 6~9 喜 3時 6~9時3時間平 6~9時3時間平
時にお 時日6数測~定9 間平均 ］ 値が 020PPIDCを 均値が 0.31PPIDCを

測定局 時間 均値輩畠喜 最高｛直最低恒 1 宕た日数とその 超割え合た日数とその

地域 （時間） (PPID C) (ppm C) （日） (P皿C) (P脚C) （日） （％） （日） （％） 

船川 住 7,734, ヽ 0 16 0.15 322 0.45 0.04 65 20.2 10 31 

将軍野 住 7,404 0.19 0.19 309 0.70 I •ロ 0.08 93 30.1 20 6.5 

表ー11 メタンおよび全炭化水素濃度の測定結果

用途 ！ メ タ ン 全炭化水素

測定年 平 6 ~ 9 ！ 6 ：己：値時3時
測 定 年 平 6~9 6~9 6~9 冒3時

間平均
測定局 時にお肝f＇ 時にお時測定 •--

ける年 ける年 値
時 間 均 値 平 均 値 日 最低値 時間均値平均値日数 最高 最低値

地域 ＾＿  

（時聞） （PPlllC) (PPlllC) （日） （P閻C)(P皿C)(II午岡）（膠C)(P皿C) (日） （ppme) (ppme) 

船将軍川野 I1 住住

7,735 1.72 1.74 322 2.43 1.60 7,734 1.88 1.89 322 2.77 1.70 

7,389 1.87 1.82/ I―― 30―91 i~ 2.29 1.63 7,:)88 2.[15 2 (]1 309 2 71 1.73 

表ー12に非メタン炭化水素の 6時から 9時の 3時間平均値が 0.20PPIDCおよび 0.31ppm Cを超えた日

数の経什変仕を、表 13に年平均値の注年変化を示した。

将軍野局では53年途中から測定しており 54年以降20PPIDCを超えた日数は、横ばいで推移している

と考えられるか、 56什以降に眼ってられば、増加している煩向もみられるり

年平均値の経年変化では、変動は少なく横ばいで推移している。

表ー12 非メタン炭化水素の 6時～ 9時の 3時間平均値が 0.20PPIDCおよび 0.31PPIDC 

を超えた日数の経什変イじ

測定汀＼口
54 55 56 57 58 

船 JI I 
10 
2 

----一

将軍野 1

67 
I 

1()7 63 66 76 
13 I 42 14 14 13 

上段 0.20P抑Cを超えた日数

下段 0.31胴Cを超えた日数

表ー13 炭化水素濃度の経年変化

l 

測定局 項 目 55年度 56年度 57年度 58年度 59年度

NMHC (0.26) (0.18、1 C0.16) Cl 17 り19

将軍野 CH4 I (1. 79) 1.77 (1.80) 1.69 1.87 

T-H CI  (2.06) (1.95) (1.96) 1 79 2 06 

注 （ ）内は有効測定時間が 6,000時間以下
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図ー15に非メタン炭化水索の月平均値の経月変化を示した。

船川局は 6月をピークとし 1山型のパタ

ぽ平担なパターンで推移している。

なお、月平均値の経月変化は各年度により

また、

ンであり、将軍野局では12、 1月が低いものの他はほ

り季節的特徴はみられない。

6時から 9時の 3時間平均値が 0.20靡 Cおよび 0.31帽Cを超えた日数を月別にみると、10、

11、12月が多い傾向が認められるが、そのため月平均値か増加することはない。

（キ） 浮遊粒子状物質

浮遊粒子状物質の測定結果は表ー14のとおりである。

将軍野局では炭境拮準の長期的評価では日 2冤除外値か 0,038町／刑を1時間超えている c

これは稲わら焼による稲わらスモッグのためである。

図ー16に経月変化を示した。

3月が最も 贅を示したのは、スパイクタイヤによる逍路粉じんの影響と考えられる。 59年は

10月に 4年ぶりに稲わらスモソグ注意報か発令され、

ものである。
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］時間値の年最高値 0.295叩／7元はそのときの
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表 ー14 浮遊粒子状物質濃度の測定結果

測 用
有

測定 年平 1時間値が
日0.1平0均哨値／が戒

1時間 日平均 日平均値： 晨眉基準の 測定効 0.10叩／ 的評息
測 0.20哨／戒 値の 2 を超えた による日途 を超えた時 を超えた日 イ直の最

定
定

割間数合とその 数合とその割 完除外 が 2日以上畠雙か 0.10

地
日

時間 均値 高値 値 連続したこ 戒を超 備考
数 との有無 えた日数

局 域 方法（日） （時間） （叩／戒） （時間） （粥） （日） （%) （四／戒） 贋g／-d)（有X•無3) （日）

将軍野 住 270 6,573 0.015 1 

゜゚ ゜
0.295 0 038 

゜
。圧ひ電ん天法

--,  
ベータ

能代 住 72 1,757 0.020 

゜゚ ゜゚
0.094 0.033 

゜
0法線吸収

新設
(12月）

大曲 住 61 1,503 ー• 0. 0 3 0 1 I 

゜゚ ゜゚
0.143 0.060 

゜ ゜
II 

新設
(12月）

（ク） 浮遊粉じん

浮遊粉じんの測定結果は衷ー15のとおりである。

年平均値は 0.015~0036叩／吋、日平均値の 2%除外値は 0.034~0.081叩／戒、 1時間値の最高値

は 0.125~1.022哨／而となっている。

1時間値の年最高値ば、茨島・仁井田・大曲・樅手局の 4局でに屈わらスモッグ以外の原因によ

るものであるが、他の12局では稲わらスモッグに寄因するものである。

表ー15 浮遊粉じん涙度の測定結果

測定局

測

数

）言
川
途
蛾
域

和

川

一

越

王

通

島

田

館

代井

昭

船

船

天

中

茨

仁

大

能

仕
＿
住
一
仕
一
未
商
一
商
什
＿
i
t
-
住

三

]

364 

362 

321 

年屯均値 1時問値の 日平均値の
最 ⑰ 値 2％除外値

364 

357 

362 

361 

36S 

265 

365 

測定時1:,1]

（時間）

8,741 

8,722 

7,730 

(1IIIJ／rrf) 
I 

竺
0.015 

Cl.020 

(mg／吋）

0 441 

0.125 

0 433 

8,730上三］―-0，482

8;638 

8,706 

8,706 

8,752 

6,401 

8,75り

0.021 I 

0.036 

0.022 

0.025 

0.029 

0.022 

0248 

0 817 

0.357 

0.503 

(1111J/戒）

〇り49

0.034 

Cl.048 

0.050 

0 D47 

0.079 

D.053 

0.058 
| 

0.333 i 0.059 

0 232 0.051 
I 」

277 

園64

302 

6,674 

8,730 

7,397 

ロ
0.022 

0.552 

1022 

0.142 

0.071 

0 059 

0.056 

□□9 ［゚．029□ i]233-• O()砂l

334 [ 8,069 [ 0.022 I 0.201 [ 0.051 
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図ー17に主要測定局における経年変化を示した。

能代・横手局では減少しており、茨島・中通局て（よ横にいとなっている。
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図ー17 主要測定局の浮遊粉じん経年変化
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3月

主要測定局の浮遊粉じん経月変化

図ー18に主要測定局の経月変化を示した。

本呪においては、浮遊粉じんによろ環境上り）問閏は、 1(]月の稲わらスモノグと 3、4 J]のスノ＼『

クタイヤによる道路粉じんであるが、図ー18からはこれらの影響による頴著な増加はみられない。

稲わらスモ、ノグにこ）いては几意幸ド兄令時1出力ゞ 2LJ I社］で 7時1月と知加く、平均値に屁響をおよl□
までにはいたらなかったためと考えられる。

道路粉じんについては、図ー18からは影響はみられないものの、次島局の局舎上にローボリュム

・エアサンプラーを設置し F値を求めると、 り月 9よl4、 3月は 3.1とF｛直に約 2（音の差があるこ

とから、 F値換算するとスパイクタイヤによる道路粉じんの影響がみられる。

また、主要幹線道路から 1(){lm離れており、道路扮じんの診響は少なし＼と考えられる 11{{fII局ても

経月的には顧著な変動はみられないが、

（なお、

F値は 9月は 0.9、 3月は1.6となり F値換算するとスパ

イクタイヤによる道路粉じんの影響かみられろ。

F値は現在調査を継続中であり最終的な数値ではない。）

8月も 4局とも高い値を示してしるが、 これは 8月の 7、8、 l)日の 3日間県）、］0）大部分の局こ一

高濃度を示し、 それが沖均値を増ガllさせたも 0_)と考えられるヘ なお、 8月が高い値を示したのは今

年だけの現象である。
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（ケ） 地域別濃度

表ー16に各々の地区の測定局の平均値を表わした。二酸化硫黄、窒素酸化物とも［火田市か高く、

特に窒素酸化物については、他地域の 3倍となっている。

浮遊粉じんについては中央を除いて各地域ともほほ等しい値を示しており地域差は少ない。

表ー16 年平均値の地区別比較

単位 S02、NOx• • PPb SP…JJ,gInt 

S02 NOx I SP 

3.6 5.5 25 4 

2. 7 4.3 18.0 

秋田市 5.4 15. 1 22. 1 

県 南 4. 7 24.3 

注） 中央地1ぶま秋田市分を除いたもの。

言 □｛：；封係数

イ 自動車排出ガス澗定紅果

（ア） 窒素酸化物

窒索酸化物の測定結果は表 17のとおりてある。

環境基準の長期的評価では、二酸化窒素の日平均値の98％値か 0.016~0.040卿となっており全測

定局で且準に適合している。

短期的評価では日平均値が 0.04胴以上 0.06膊以下となった日が、茨島局 7日、中涌局 4日、大曲

局 2日となっている。

能代・横手局は濃度が低く、秋田叶i内の一般大気J悶境と同じレベルにあるJ

図ー19、20に一酸化窒素および二酸化窒素の主要測定局の経年変化を示した。

一酸化窒素は、茨島局では枯ばいてあるか、中通・大館・人曲(j)各局にJ成少しており排カス規告Il

の効果が表われている。

二酸化窒累は中通局では減少しているものの、その他の局では柚ばいて捐移している。

N02/NOxは大気環境測定局では70％台で自動車排ガス測定局では30形台となっており自動車排

ガス局では一酸化窒桑の影臀か強しか、これと一酸化窒素0)年平均値との相関を表 18に表わす。

茨島・大館・大曲・能代の各局では一酸化窒素の年平均値が増加すればNOdNOxは減少して自

動車排ガス局の特徴を良く表わしているが、屎内て呆も交辿箪の多い中辿届では逆に相閃か低くご

っている。
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表ー17 窒素酸化物濃度の測定結果

•—酸化窒素(N O)

測用有測年一日平均有測年一
効時効時

途蘭］定 lゞC l 闊｛加〗「測定平 l喜

定地言時均暑間98%言時均暑
回 向

局域 数閣伯値佃 数間値伯

（日）（悶）厚） （pp皿） （P皿） （日） （雷） （ppm) I (pplII)信）（彩）闊(%)（日） （彩） （日） （%)1 (pplII)（日） （日） （悶）1（ppm)| (ppm)| (ppm)1 (%) 

巾屯商 I36218.6991 O.IJ •l1l i 0.2791 O.l)付51362ls.6m1lo.021]c1106I oi ol 11 ol al DI 41 1.1¥ 00311 ol 3s2ls.699I0.065ID.341lo.1rn1 32.1 

茨島 /'I 355l8,559I0.042I 0.2781 0.0981355l8,559I0.026I0.090I 01 01 01 01 01 01. 71 2.01 0.0401 Ol 355l8,559I0.068I0.353I0.136I 38.7 

入節 f, 3408176002B 0317 1JOn3 3408177001り[lob6 0 ; 。]1 0 0 ] □l)033I 。134018176I。048I。379I。0931 40ロ
他代” 3ll 18.22610.0061 0.2401 00161 337l8.153I0.008!0r16ol • OI DI OI DI OI DI OI lll 00161 ol 337l8.151I0.013I0300I0.03ll 58.2 

大曲住 3608,6560026033100693618,6570016008000000：二，；；；I-！二8ニ。38ロニ口
椅手Ii I 3,13 [s.2筍 0．゚1：：： 0.1691 o 1ml 3431 s訊30.0 1[) 0 052 () (I O O O I)' 0 () 1 0.022 (1 343 8,、26310.0231020310.0561 45.2 

鹿角I/, 199 4,819 0.021 0.187 0.047 199 4,814 0.013 0.065 0 0 0 0 0 0 0 0 0.026 0 199 4,810 0.034 0.244 0.068 39彗島
`]1商 36(18667 0 [)60 0.514 () 1 40 362 8 697 0 02」0]06 1) 0 1 0 0 (J1 3 0 8| [) 037 0 360 8 667 0 082 0 61 ] 0 171 27 2 

I I I 

―酸化室素 (Nら）

1時間値 1時間値日平均値日平均値日平均 98％値有

が 0.2 ppmが0.1胴以が0.06秤illか0.04ppm ｛直の年 '’[1効

を超えた上 0．乙刊Illを超えた以上0.06 平均伯測
以下の時 隈以下の が0.06 定

時間数と間数とそ日数とそ日数とそ間98%,r彗日

その割合の割合 の割合 1の 割 合 伯 数 数

窒素酸化物 CNO+N02)

ロロ平均

時 I均最
高

問 I値伯随

卿 8%|NO 
鴎 2I備考

十

N02 
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図ー20

56 57 58 59 年

主要測定局の二酸化窒素経年変化

図ー21、22に主要測定局の一酸化窒素および-=酸化窒素の経月変化を示した。

一酸化窒索ては、

高くなっている。

5、6、7、 8月が低く 10、]1、12月か高く 6月の作と比へて11月はg~ C}倍

例年夏期が低く 11月もしくは12月にピークがくる変動を示しており、二酸化窒素も変動は少ない

もののほぼ同様の変動を示している。

この変動か固定発生源によるものだとすれは、月平均値とN02/NOxとの間に関連があるはずで

あるが、関連はみられず固定発生源からの影響とは考えにくい。

また、気象的要因にしても一酸化炭素には同様の変動はみられず、 これも考えにくい。

秋田市の市街地にある中辿・茨島局の一酸化窒素およひ一．酸化窒素の時亥1]変化は、例年と同様に

中遥局は日中常に父通量が多いにめ 1山型のパターンとなり、次島局は朝夕のラッシュに対心した

2山型パターンとなっている。

（イ） 一酸イじ炭累

一酸化炭素の測定結果は表 19のとおりてあり、全局で環燒旦準に適合している。
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一酸化炭素濃度の測定結果
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図ー23に主要測定局の経年変化を示した。

いすれの測定局においても減少しており、排カス規制の効果か芯められる c

中通局は県内で最も交通菫か多いため減少率は少ばいか、

減少している。

その他0J局ては55仔と比へて1/炉～2/合に

図--24に主要測定局の経月

茨島・横手局ではほほ平担1ふペタ

した。

ン しているか、中通局は、 12、 l月と ノ
＼、 3月にピ

ークのある変動

一酸化炭素の時刻別変化では、

してしヽ る。

では 1|」 では 2I I ターン

となってし＼る。
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3 水 質関 係

(1) 水質環境調査

ア 十和田湖水質環境調査

昭和59年 4月、 6月及び 9月に十和田湖内 9地点とこれに流入する鉛山JI!、大川岱川及び銀山川

の 3河川について調査を実施した。

カドミウム等の健殷項目については、 4月の調査1こおして、全地点とも全て環境基準を下まわっ

ていた。生活環境項目については、 6月調査の鉛山、＇銀山、大畳石の各一 5m層でCODが1.0 

呵／しまた 9月調査で銀山の表層及び大翌石ー5m阿でそれぞれ］．0叩／fの値をホしているものの

全層平均では全て環境基準を満足している。また、 COD以外の項目についても表ー 1のとおり全

地点において環境拮準を満足している。

表ー 1 十利田湖水質環境胴杏結果（生活環境項目）

項目 p H D O lrif// ji C O D 喝／,{! I S S 閲／,{! I 盈覆噂農

採摯碕、 最小～最大 m/n最小～最大 m/n最小～最大 XIy , | 最<小（平1(～~1均)最1） 大 m/n最小～最大 m/n＇調査地点 （平均） （平均） （平均）

0 77 81 0/3 88~13 ! 0/3 <0.5~O 9 0/3 O O 3 • ~ ( 1 0 )  (Q.7) I 

西湖中央 5 77~81 0/3 88~13 ! 0/3 0 5~09 <1~l 0/3 
・・ (11) (0.7) (1) 

全層 0.7~ 0. 8_9  。/3 9 --• 一

(0.7) 

0 77~81 0/3 86~13 013 <os~0 8 <1~l 0/3 O 0;3 
・(10) (0.6) ; (1) 

鉛山一5 77~8 1 0 /3 8・7~13 0/3 0. (5 0~.71. ) ゚ I く1~1 。/3
・ Cll) Cl) 

全罰 05~0 7 0/3 1 一ー

(0.6) 

0 77~8 1 0 13 8・7~13 0/3 0.5~0.9 く1Cl)~1 0/:3 0~2 。／ 3 
・・ (lQ) (0.7) 

大川岱二5 77~8 1 0 /3 8・8~13 0/3 0.5~0.SI I i - くl I O /3 
・・ (11) (0.7) 

全胴 0 5~0.9 0/3 
(0.7)' 

0 7.7~s.1 o /3 8・l祠p 0/3 <o紀1).0 <1 。/3 O 0/3 

銀山 5 77~81 013 89~13 O /3 0 5~1.0 <J~l 0/3 
・ (10) (0.7) C1l 

全胚 0.5~0.8 。/3
(0.7), 

0 7 7~81 0 /3 8・8~13 。/3<0.5~0.8 -~,-~<1--~-。/3'---0~-2-_, 。／ 3 
・・ (10) (0.6) 

湖心 5 7 7~81 013 87~13, 0/3 0.5~0.8 ぺ1~1 0/:3 
, • • (10) ・ (0.7) (1) 

全層 0.5~0.8 。/3
(0.6) 

0 7.7~8.1 0.13 豆ー謬 0/3< o {。雰・9 <1 。乃 ゜0 ・—::i 
大 畳 石 ー5 77~8.1 0/3 8・8~13 0/3 0.9~1.0 <1 0/3 

; (1 0) (0.9) 

全層 □7~0.8 0/3 
(0.7) 
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8,8~13 <Os~09 <1 
， 

゜゜
7.7~8.1 0/3 

(JO) 0/3 (0 6) 0 / 3 Q/3 

8.6~13 <6.-5 ~-0.9 く1~1
東湖中央 --5 7.7~8.1 0/3 (1 O) 0/3 (0.7) (1) 0 /3 

全層
0.6~0.7 0/3 (0.7) 

゜
7.7~8.1 0/3 8.(711~) 13 0/3 

<C) 5 ~0 -8 I・く］ 0/3 ゜0 3 (0 7〕

中湖中央 -5 7,7~8 1 0/3 8,9~13 
0/3 く05~06 く］～1 0/3 (11) (0.5) (1) 

全層
0.5~0.7 0/3 (0.6) 

゜
7, 7 ~8.1 0/3 87~13 0/3 <05~0,9 <1 0/3 ゜0 3 (IO) co 6) 

子のロ --5 77~8,] 0/3 8.(71 ~ ()) 1 3 0/3 
<mos~0 •• 7 

I ＜□ 1( 、 1 0 / 3 (O 6) 

全層
0.5~0.8 0/3 (0.6) 

注） m/ nは、環境基準に適合しない検体数／年間の総検体数。 X/Yは、環境韮準に不適合の日数／総

測定日数

ィ 田応湖水質環境調査

昭和59年 4月～11月（毎月 1回）に湖内 5地点において調査を実施した。

カト｀ミウム等の健店項日については、 4月及び10月u)凋査において、仝地点とらに仝て環境碁叫し

を下まわっていた。 1た、生活環境珀日についてに、酸性河川である klI Iの流入により、 PH4.5~

4.9と低い値を示しているが、 CODは全ての地点で 0.5町／f以下、 SSも全ての地点で1町／£以

下となっており、他項目についても表ー 2のとおり全地点において環境基準を満足している。

表—- 2 田沢湖水質環境調査結果（生活環壌珀日）

項目 I pH DO叩／i! CODm'J/,€ SS哨／f M大P腸N菌I群100数叫

調査地点＼ ＼ ＼  最小～最大 m/n 最り＼～贔｝＼ m/n 最小～最大 X/y最小～最大 m/n)'履小～最大 Imn 
平均） 〈半均） ，，平均） ！平均）

湖心 4.5~48 /8 7.9:I)2 0/8 (J,] 0/8 --1 0/s -- ° | 0,, 4 

相内潟 4.6~4.9 ー／8 7(8,]足 0/8 <0.5 。/8 く1 0/8 ° | 0/4 

春--山 4.6~4.9 -/8 7)(9 ~31) 1 1/8 -<0.5 0/8 く1 0/8 l 0~5 Io 4 

潟 尻 4.6~4りー／8 7.~,□\2 0/8 0/8 :J 0/8 O 1014 

田子ノ木 4.6~4.9 1-/8 7．腐書 0/8 <0.5 。/8 <1 0/81 ° 0/4 

注） m/nは、環境基準に適合しない検体数／年間の総検体数。 XIYは環境韮準に不適合の日数／総測

定日数

ゥ 八郎湖水質環境晶査

昭和59年 4月～昭和60年 3月まで毎月 1回の調査を実施した。ただし、調整池内においては、冬

期間11鈷氷のため採7jごきなかったもし’りものもある：う

カトミウム等健康珀日にコいては、 4)]及び10月())乱訃責においこ―、↑咆点とも 1‘て］悶滋基準を下

まわっていた。しかし、生活環境項目については、例年同様CODは高く全地点で環境基準を超え
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ている。 PHについては、夏から秋の期間中アオコ発生にともない調整池中央あるいは南部排水機場

沖において PI-Iの上昇がみられる。

表ー 3 八良じ湖水質環燒調査結果（生活環境項目）

＼目 pH DO叩／£ COD喝／f S S rn9/t 嘉息門讐
麟地よ見rn)¥、最小～最大 mn最（犀霜因mn最1箪訊入叉y最Il箪言}¥m n最質箪喜):m/n 

履水機闊 。 6.8 7.9 Jo112J 5．（ぶ訂 2 / 12, 4．［謁1 12 1 2ぷ〉17 19/12 J L!__;X~ 10316/6 

野石橋 0 7.1~9.1 2/12 り謬 1 /12 4.]謬 12/12 誓書 9 /1 2 竺｝り~ X 102 I 3 / 6 

0 1 69 ~ 8 0 0 1 2 1 6むQ)13 1 3 1 2 1 ̀: 3 3西、）1 7 g / 1 2 2こio1止□
大潟橋 I-1, 6.9~7.8 () 12 6．詞謬 3 12 9 2．揺j| 2(汀i8 1 12 

- --L-^ —•—• - -- |—• ← ^ -

全層i 噂冨3 ,/12 

0 7 3~9 5 3/9 り謬 0/9 3ん霊7 | 2;)15 3□三上X102 | l/5 

嘉整悶[ 73~95 3， 呼謬 。□3塁~ ：， 
全屈一 ー「 □ 3.]言5 () Iり

爪塁 0 7 0~9.3 13/ 12 号面18 1/12 り言 12/12 4謬
o I 7.5~8.6 こ／り 8.1 ~ 1 2 。Il) 3.4 ~P  I I 2~ 2 () 

(1 0）し（5．0) (9) 

；部；Fごし」 7.5~86 2, 8誓 I,1呂~1 4言
11/121言
1]ユ］10:I]竺

疇 覧言．4 19/9 

防潮水門：1:：二1 :Ill1 ]::]: | 0/11 1 :f：1］：口］：口1 3:3竺

注） m/ nは、環境基準に適合しない検体数／年間の総検体数。 X/Yは、環境基準に不適合の日数／総測

定日放

工 八郎湖周辺河川水質環境調査

昭和59年 4月～60年 3月まで、八郎湖周辺の 6河川、 7地点において毎月 1回の調査を実施した。

カドミウム竺の健康項目については、 4月及こ＼、10月の調査において、全地、［長とも全てI塁悦且I信を

下まわっていた。~j-活環境項日にコいては、夏手（こおいて BODが高い危頁向にあり、馬趾！ II 、二種

川では依然として高い値を示している。馬場目川を除くこれら小河川は、流路延長も短く、特に生

活雑排水の流入が著しく多く、涜予の少ない夏季には特に水質は悪化するものと考えられる。
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表ー 4 河川水質環境調査結果（生活環境項目）

二
pH DO m'iJlf BOD叩／£ ss喝／£ 大腸菌I群100数叫

MPN 

最小～最大 m/n 最小（平～均最）大 m/n 最（小平～均最）大 X/Y 最小（平～均最）大 m/n 最小（平～均最）大 m/n 

長馬晶 JI! 6.5~7.8 0/12 3.0~11 4 /12 15~7,8 
10/12 5~〈145)2 2/12 

2.2x103 
6/6 l橋） (7 9) (3 9) ~2 2 X 104 

豊（豊川橋川） 

， 
3.9~13 0.8~3.7 3~55 1.3 ヽく 103 

6.5~7.1 0/12 (9.1) 3/12 (1.9) 2 /12 Cl 1) 1 /12 ~1.7 X 104 2/6 

井（井川橋川） 6.7~7.5 0/12 6.0~13 1 /12 1.3~5.8 5 /12 1~49 I /12 
4.9 X }02 

4/6 (10) (2.3) (11) ~2.8X 104 

馬（杉場目沢川） 7.2~7.9 •一 0/12 
9.5~14 0/12 <C[5~1,7 2/12 

く1~ 9 
0/12 ゜ 2/6 (11) (0 7) (3) ~3 3 X 102 

馬（竜場馬目橋川） 7.0~7.1 0/ 12 7.8~ 1 3 0/12 <0 5~4,7 
3/12 1~28 23メ］02

3/6 (10) (1.5) (6) 1/12~1.7 X 1Q4 

三（川尻種橋川） 6.5~7.1 0/11 6.8~12 0/11 0.5~7.4 3/11 4~100 2 /11 
2.2 X 103 

6/6 (9.6) (2.0) (20) ~1.1 X 104 

比詰川 6.8~7 3 0/12 4.7~13 2/12 
l, 0 ~49 

3/12 2~24 22Y、 102
5/6 （金川橋） (9 8) (2 3) (13) 0/121~2 4 X 104 

注） m/nは、環塙）山焦に適合しない検（本数／年間の総検休数。 x/ yば、 1悶境基準に不適合の日数／終測

定日数

(2) 工場・事業場排水基準調査

「水閥汚濁防止法」に韮づく特定施設及び「秋田し門公丁防止条例」に碁づく指定占水排出施殷の

排出水について、一般項目を除く健康項目及び特殊項目について調査を実施した。

調査延検体数及び項目は、 340検体、 1,794項目であった。

その結果、排水基準に辿合しなかった工場・事業場ば廷14施設て罰年度より 4施没増JJ□している。

施設の枡水基準不適合の原因についてみると、排水処哩施設が没置されている（こもかかわらす、

その適正維持管理を怠ったことによるものかほとんどであり、これらの工場・事業場に対しては、

県環境保全課及び所轄保健所が施股の改善、保守管囲の強化等を指導しているほか、県北、中央、

県南の各監視班が現池指喜を実施している。

(3) 八郎湖水質汚濁機構解明調査

昭和55年度から 5カ年計画で八郎湖水質汚濁機構解明調査を実施しているが、最終年度である59

年度は図― 1の地点において水質訓査を汀った。

その概要ぱ次のとおりてある。
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南部材

（井川）

図 1 八良1；，胡水質調百叫某図

CODについては、浜口排水機閉、野石栢で年平均値が高くなっており、特に野石橋では最高値

が14町／fでこれまでにバしヽ高い伯を示してし＼る。

全般的に大潟橋を除き、例年よりやや高い傾向にある。

r「 Nにづいては、全休的に枯はい状態と言ってし＼ろ力ゞ、大凸屈では利」り度と比絞しやや｛氏［ ＼｛叫

向にあり、防潮水門では年々上昇傾向にある。また、西部承水路の野石橋では、 9月～11月の秋季

にしヽ づれも］ ITiりt)以上立）嵩い値を示しており、年平iりこも1.03叩［と最も烹い測定地点とt」ヽ勺て

しヽる。

T-Pについては、年度別で特に差異はなくほぼ横ばい状態となっているか、前年度と比較し全

体的に低い柘向にある。池点別〔はこれま□叶様防洵7]<11]で最も 1:―;]い傾1臼］iこある。

クロロフィルaについては、野石橋で 7月に72.1叩／而と高い値を示しており、年平均値でも31.7 

mg/nしうと高い(til[h]にある 0 主た、，謁整池中央ご{J、 8月［ご1丘9哨／7「しと年最高佃＇iを示し、中均値でも '21.5

mg／戒と前年度より高い傾向にある。
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図ー 2 浜口排水機場における経月変化
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図ー 6 防潮水門における経月変化（表層）

(4) 生活雑排水の浄化試験

昭和57年度から59什度の2カ年にわたり種々の処肝装置iこついて樅寸を行~ったか、沈殿槽力式、接

触酸化方式は除去率に、また、土壌浄化方式、回転円板方式及び土壌被覆型接触ばっ気方式は、設

置費、没置血柏及ひ紺持管J用に問題かあり、いづれも満足すべきらり）でに応く、独自の几凸雑排水

処理装置の試験を実施した。

処哩方法の選定にコいては、 1)が山』、水賢り著しい変重｝）に耐えらねること。 2)古屈の枡除以外の

維持管理を行わなくとも高い除去率が得られること。 3)汚泥発生量が少ないこと <,4)BOD以外に

窒素、 リンり）除去も期待でぎること。 5)薬斉I]や電）」0_）消費凪が少fよく、 1匂り一学的に安全てあること。

6)安価で耐久性に富み、敷地が少tJくてすむこと。だどの佗条件を満たず必要があり、寒白地に尼

とも適した処理方法として没潰炉床法の検討を行った。

また、浸泊炉床用接咄材の選定については、 1)辿度な生物膜の付心性かあること。 2)亨隙率、比

表面積か大きいこと。 3)化学的、生物学的に安定で、長期使用に耐えること。 4)槽内に均ーな流速

が生じやすいこと。 5)安価で安定した供給か可能tょこと。

-5~ -

1工どの条件を糀たすものでなければtょら



ない。一般に粒状の接触材は浮遊物の捕捉力が強いか炉床の閉塞も起りやすく、一方、平板、吸板、

網などは、その間隔が適当であれは閉塞すること（まないが、浮遊物買の捕捉力か弱いとされてしる。

これら各種条件を考慮し、ひも状接触材リングレースとひも状接触材微多孔質中空繊維及び多孔質

で安価な十和田湖周辺に点在する軽石の 3種類について検討を行った。

ア 接触材の種類

接触材 材 四 形 状 特 徴
→・・＾ー＾＾..ー▼

ダイヤエース ポリプロピレン 中空繊維 中空繊維モジュール内部より微多孔質膜を通して空気を供給
- - -

軽 石 軽 石 不定形 多孔質で表面積か大きく、安価である

リング・レース ポリ塩化ビニリデン ひも状 汚泥の捕捉詣力と定着1生が抜群で、負荷変動及び濯度変化！こ強い

イ 処理能力

接触酸化槽 (0.5 X 0. 5 X 1. 0 m) に生活雑排水模擬水容液 (BOD約2oomg;p)を入れ、59年 8

月、 9月及び60年 1月に除去効果の時間変化をみた。

表 6に各種接触材の 6時間ばっ気後の除去効果を、図ー 7にリングレースの BOD除1峨］果を

示した。

表ー 6 各種接触材の除去効果

接 触 材 BOD COD T-N T-P 

ダイヤエース 40~84 33~69 25~71 4 ~12 
(64) （日1) (50) (8) 

---

411~85 軽 石 27~89 25~79 3 ~ 7 
(64) (65) (46) (5) 

53~85 68~72 げ6~ 6召 :3~13 リングレース (65) (70) (47) I (7) 

（単位：％）

注） （ ）は平均除よ率
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図ー 7 リングレースの BOD除去効果
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その結果、 3基共に BODは27~89％と幅はあるものの平均で64％程度の除去率があり、 COD

についても平均で51~70％の除去率があった。

T-Nについては、 25~79％と BODと同様幅はあるものの平均で50％近くの処理効果かみられ

た。

しかし、 T-Pについてば、いずれも平均で10兌以下と低い除去率であり満足すへきものではな

かった。ばっ気時間については、リングレースを一例とするとほぼ6時間て急激に濃良［ま減少し、

明確な処理効果がみられるもののそれ以降はその効果は不規則に変動している。

今後はT-Pの除去率を向上させるため、好気性処理、嫌気性処理、炉床の形状、あるいは流量

変動等について検討を行う必要がある。

(5) 出羽丘陵北部・東部・西部地区水質調査

昭和55年度からの継続事業として、東北農政局の委託により出羽丘陵地区の開発可能な地域にお

ける水質の現｛兄を把握するため、東部の一部と比部、さらに西部を加えた 3地域について灌漑期(6

月）、渇水期 (8月）、非灌漑期 (10月）の 3同調査を実施した。その結果について、呉業用水某

準及び生活環焙に係る環塙基準と照合してみると、叫部』也区の一部で降雨による て浮遊物質の

増加に伴う CODの高い地点もみられるが、農業用水として特に問題となる地点は見当たらない。

4 土壌関係

(1) 土壌汚染対策調査

昭和45年以降、十壌汚生防止法に基づき重金属占索か誓定される農地の庁米について調査を実施

した。

ア細密調査

59年度は 2市8町32地区 (524ha)306検体のうち、増田、十文字、平鹿町など 6町分、139検体に

ついて玄米中Cd濃度を調査した。その結果1.0ppm以上が 6検体、 0.4~1.0 ppm未満が19検体、 0.4

P脚未満が114検体であった。

イ 汚染米調責

細密調査の鈷果、玄米中 Cd濃度1.0胴い、上の検休をビ（出した調査区画0)叶米について、食品衛

生法に定めるロット法により試料を抽出し、玄米中(!)Cd濃度を測定し汚来米の判定を行った。調

査結果は表ー lo)とおりである。
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表ー 1 59年度Cd含有米のロノト調査拮果

こ
濃度別ロ ツ ト数

ロット数
＇ 

1.0限l似 L・・ 0.4~1 0隅未満 0.4肥未満

鹿 角 市 3 

゜
1 2 

十文字町 7 1 4 2 

平 鹿 町 11 1 3 7 

計 21 ； 2 8 11 

(2) 休廃止鉱山対策調査

県内の数多い沐廃止鉱山の現状監視およひ古乃、小老倉、日三由、立又の各鉱山て実施中の休廃

止鉱山公害防止事業として、鉱山排水、ズリ等154検体、 665項目の重金属調査を行った。

(3) 酸性雨による土壌影響調査

酸性雨による土壌生態系への影響を明らかにし、今後の酸性雨による影響を未然に防止すること

を日的とした調査であるの

調査地点は秋田市内の緩衝能の小さい土壌を有する地点を選んーこ 3地、点設定した，

調査内容は現地調査（降雨調査、土壌調査）、モデル調査 (3土壌をポットに詰めて人工酸性雨

を適下し、その土壌を辿下した流出液と、酸性雨滴下前後のホノトの＿ll記こっして分析する 0)

である。この調査は環境庁より 5年計画で委託を受けたもので、 2年目である。

(4) 土壊汚染環境碁準設定調歪

この調査は土壌に含まれる亜鉛箪と農作物に含まれる亜鉛量及ひ農作物の生育との関係を明らか

にすることにより、農用地土壌汚染対策地域の指定要件の設定等について検討するための甚礎資料

を得ることを日的とする勺

調査内容は、沖積土と火山灰土（クロボク）の 2種土壌を木ワクに詰め、亜鉛の添加量を0、250、

500 ppmの 3 段階とし、各ワクに 6 作物を栽蛇して、亜貨｝の農作！1,!]へ 0_) 影響に—_)いて検討した。

この調査は環境庁より 2年計画で委託を受けたもので、 1年目である。

(5) 酸性雨による陸水影響調査

湖沼等陸水域の水質の叫況を馴否することにより、酸性雨による陸水域の酸性化り）状況及ひその

影響を解明するための基礎資料を得ることを目的として行った。

閾杏は、一の日潟、人柳沼、約1｛召、田沢蘭0)4 湖佑に—_Jいて、呑、秋、、言贋心の囚｝日の水，［を分

析した。

この調査け応境庁より委託を受けたものごある。
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